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今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた5種類の「ｶ

ｽﾀﾑ仕様の加工部品」をご紹

介します。

5種類ともに、お客様ご指

定の寸法に加工した 特殊形

状のﾎﾞﾙﾄです。

1.ﾆｰﾄﾞﾙﾎﾞﾙﾄ(写真1)

M5おねじの先端を約30°

に尖らせています。

2.ﾊﾞﾝｼﾞｮｳﾎﾞﾙﾄ(写真2)

ﾌﾗﾝｼﾞ形状でM11P=1.0のお

ねじを加工しています。

3.片ネジﾎﾞﾙﾄ(写真3)

直径18mmの丸棒の片側にM

10おねじを加工しています。

4.六角ｼｮﾙﾀﾞｰﾎﾞﾙﾄ(写真4)

対辺24mmの六角材から削

り出し、M14P=1.25のおね

じを加工しています。

5.六角段付きﾎﾞﾙﾄ(写真5)

対辺30mmの六角材から削

り出し、M12P=1.5のおねじ

を加工しています。

お客様からの寸法のご指

示にもとづく製作だけでな

く、お預かりしたｻﾝﾌﾟﾙを採

寸して、同等品の製作も承っ

ております。専任のｽﾀｯﾌが対応させていただき

ますので、お気軽にお尋ねください。

現在、日本で流通している六角ﾎﾞﾙﾄと六角ﾅｯ

ﾄの規格は1985年のJIS改正で、JIS本体規格(※

1)ではなく、JIS附属書品となりましたが、い

まだに流通品はJIS本体規格への切り替えが進

んでいるとはいえない状況です。今回は前回に

引き続き本体規格品と附属書品の具体的な違い

と両者の六角ﾅｯﾄｻｲｽﾞの違いを掲載します。前

号と合わせてご覧ください。

〇本体規格品と附属書品の違い(※2)

1.六角ﾎﾞﾙﾄと六角ﾅｯﾄ

・本体規格の六角ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄには部品等級A、B、

Cがあります。部品等級は製品の寸法、形状、

仕上がり状態によって区分したものです。幾何

公差も規定され、より標準化と精度のﾚﾍﾞﾙが上

がっています。

・本体規格では六角ﾎﾞ

ﾙﾄの強度区分によって

六角ﾅｯﾄとの組み合わせ

が決まります。(表1参

照)

・本体規格品と附属書

品の寸法が違います(図

1、表3及び前号表1を参照)

2.六角ﾅｯﾄ

・附属書ではﾅｯﾄの呼び高

さは、0.8ｄ（1種、2種）

ですが、ねじ山のせん断破

壊に対する抵抗力を従来よ

り高くするため、本体規格

ではﾅｯﾄの高さを大きくしています。高さの違

いによってｽﾀｲﾙ1（約0.9 D）、ｽﾀｲﾙ2（約1.0 D）

があります。(表3参照)

・六角ﾅｯﾄの本体規格と附属書は強度が違いま

す(表2参照)。附属書の強度区分は4T、5T、6T、

8T、10Tと数字にＴが付きます。本体規格の強

度区分は5、6、8、9、10、12と数字だけになり

ます。同じ数字の比較では本体規格の強度がｱｯ

ﾌﾟしています。

3.六角ﾎﾞﾙﾄ

・本体規格の六角ﾎﾞﾙﾄは「強度区分」によって

部品等級が決まります。「鋼4.8」の六角ボル

トは、附属書では「仕上げ程度」上、中、並の

3種類があります。一方、本体規格では「部品

等級C」１種類のみになります。同様に、「鋼1

0.9」の六角ボルトは、本体規格では「部品等

級A」１種類のみとなります。

(左下へ)

(右上から)

・本体規格の六角ﾎﾞﾙﾄの部品等級A、Bには座面

にﾜｯｼｬｰﾌｪｲｽ（前号図1参照）が付き、これは締

結する際に、座面と締結物との間に均一な摩擦

力を発生させ、適切な軸力を保持するためです。

附属書品にはほとんどありません。

・本体規格では、ｽﾃﾝﾚｽ鋼六角ﾎﾞﾙﾄにも強度区

分が規定されています。強度区分とともに製造

者識別記号がﾎﾞﾙﾄ頭部上面外周部に刻印され、

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨが容易になります。附属書では要求

されていません。

前号では40年以上前のねじ計数機の基板に汎

用ﾛｼﾞｯｸICが実装されていることを紹介しまし

た。汎用ﾛｼﾞｯｸICはﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を扱う基本的な

論理演算機能(AND、OR、NOT、NAND、NOR、ExOR

等)を一つのICにした半導体部品で、論理演算

機能以外にﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ(ﾃﾞｰﾀ保持)やｱﾅﾛｸﾞ信号

を処理するｱﾅﾛｸﾞｽｲｯﾁ等があります。ﾛｼﾞｯｸICは

使用総数は減っているものの、現在でもﾃﾞｼﾞﾀﾙ

機器に使われています。

それでは、一例としてA

ND回路について説明しま

す。ﾛｼﾞｯｸICのｼﾘｰｽﾞでAND

回路を持つものに74HC08

(図2)という型式のものが

あります。これは2入力の

AND回路(図3)が4個入ったI

Cです。

AND回路は入力A、Bそれ

ぞれの値(0か1)に対して、

出力OUTが表4のような値を

とる回路です。すなわち、入力A及び入力Bが両

方共に1のときのみ出力OU

T=1となり、それ以外は0

となります。

AND回路を図4のようにｽｲｯ

ﾁA、Bと電球で考えてみま

す。図4において、ｽｲｯﾁA、

Bが両方共ｵﾌ(a)のときや片

方のみｵﾝ(b,c)のときに

は電球は点灯しません

(OUT=0)が、両方のｽｲｯﾁ

がｵﾝ(d)すると電球は点

灯(OUT=1)します。以上

がAND回路です。

ちなみに、値「0」と

「1」が何ﾎﾞﾙﾄになるか

は、回路の電源電圧やﾛ

ｼﾞｯｸICのｼﾘｰｽﾞによって

異なります。簡単に言う

なら、ICのｽﾍﾟｯｸに記載

されている、しきい値電

圧よりも低いときには

「0」で、高いときには

「1」となります。
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写真1 ﾆｰﾄﾞﾙﾎﾞﾙﾄ

写真3 片ねじｼｬﾌﾄ

比較例 強度区分

M16 10 10T

保証荷重試験力(N) 164,900 154,000

ﾌﾞﾘﾈﾙ硬さ 259～336 225～353

写真2 ﾊﾞﾝｼﾞｮｳﾎﾞﾙﾄ

写真4 六角ｼｮﾙﾀﾞｰﾎﾞﾙﾄ

写真5 六角段付きﾎﾞﾙﾄ

ねじの
呼び(D)
並目

ﾅｯﾄの高さm 二面幅s

附属書・中
本体規格・ｽﾀ

ｲﾙ1
本体規格・ｽﾀ

ｲﾙ2 附属書
本体規
格

基準寸
法 許容差 最小 最大 最小 最大 基準寸

法
基準寸
法

M8 6.5
0

-0.58

6.44 6.80 7.14 7.50 13 13

M10 8 8.04 8.40 8.94 9.30 17 16

M12 10 10.37 10.80 11.57 12.00 19 18

(M14) 11

0
-0.70

12.1 12.8 13.4 14.1 22 21

M16 13 14.1 14.8 15.7 16.4 24 24

(M18) 15 15.1 15.8 - - 27 27

M20 16 16.9 18.0 19.0 20.3 30 30

(M22) 18 18.1 19.4 - - 32 34

M24 19

0
-0.84

20.2 21.5 22.6 23.9 36 36

(M27) 22 22.5 23.8 - - 41 41

M30 24 24.3 25.6 27.3 28.6 46 46

(M33) 26 27.4 28.7 - - 50 50

M36 29 29.4 31.0 33.1 34.7 55 55

(M39) 31 0
-1.0

31.8 33.4 - - 60 60

組み合わせて用いる
ことのできる六角ﾎﾞ
ﾙﾄの最大強度区分

六角ﾅｯﾄの
強度区分

(4.6,4.8)5.8 5

6.8 6

8.8 8

9.8 9

10.9 10

12.9 12

表1 六角ﾎﾞﾙﾄと六角ﾅｯﾄの
組み合わせJIS B 1052-2

表2 六角ﾅｯﾄの本体規格と附属書の強度比較例

表3 六角ﾅｯﾄの本体規格と附属書の高さと二面幅の違い

※1 六角ﾎﾞﾙﾄ:JIS B 1180、六角ﾅｯﾄ:JIS B 1181

※2 ねじ商工連盟の「六角ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ附属書品から本体規格品

への切り替えｶﾞｲﾄﾞ」を抜粋しました。

図2 汎用ロジックIC
74HC08(CMOS)※3

図3 AND回路(※4)

入力 出力

A B OUT

0 0 0

0 1 0

1 0 0

1 1 1

表4 AND回路真理値表
(※5)

図4 AND回路の考え方

※3 ICを動作するためには電源電圧が必要で、VCCは電
源電圧の+側に、GNDは-側にそれぞれ接続します。
※4 これはMIL論理記号といいます、実際のIC内部は半
導体で構成された回路が入っています。
※5 「0」を「L」「偽」「false」、「1」を「H」「真」
「true」等とそれぞれ表現することがあります。

図1 六角ﾅｯﾄJIS本体規
格品の形状


